
     

六
年
の
時
を
経
て 
幕
を
閉
じ
る
パ
レ
勏
ト 

本
年
二
月
号
の
表
紙
を
飾
ỵ
た
日
本
初
の
文
化

系
・
地
域
部
活
動
、掛
川
未
来
創
造
部
パ
レ
ỿ
ト
は
、

本
連
載
の
第
六
回
で
も
ふ
れ
た
通
り
、掛
川
市
が
推

進
す
る
「
か
け
が
わ
地
域
ク
ラ
ブ
」
の
新
設
が
段
階

的
に
進
み
な
が
ら
も
、学
校
部
活
動
は
令
和
八
年
夏

ま
で
維
持
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、部
員
の
大
幅
な
減

少
が
二
年
間
続
い
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
一
つ
の
部

活
の
中
で
様
々
な
活
動
を
内
包
し
て
き
た
パ
レ
ỿ

ト
は
、多
種
多
彩
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
新
設
に
よ
ỵ
て
、

そ
の
役
割
を
終
え
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、現
在
パ
レ
ỿ
ト
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

(
ポ
ỿ
カ
)
は
、
今
年
度
を
も
ỵ
て
活
動
の
幕
を
閉

じ
る
こ
と
を
決
定
。
例
年
、
三
月
末
に
行
う
謝
恩
会

を
「
あ
り
が
と
う
！
パ
レ
ỿ
ト
」
と
題
し
て
開
催
。

四
期
生
Ộ
六
期
生
(
中
学
生
部
員
全
員
)
の
卒
部
と

一
期
生
Ộ
三
期
生
(
卒
部
生
)
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
兼

ね
た
会
を
最
後
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

     二
〇
一
八
年 

地
域
部
活 

創
部 

足
早
に
な
り
ま
す
が
、今
号
か
ら
三
回
に
分
け
て

パ
レ
ỿ
ト
の
六
年
間
を
振
り
返
ỵ
て
い
き
ま
す
。 

私
が
代
表
を
務
め
た
一
般
社
団
法
人
(
略
称
・
Ｆ

Ｃ
Ｎ
、
二
〇
二
〇
年
解
散
)
が
企
画
構
想
を
練
り
、

静
岡
県
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
現
・
ア
ổ
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
し
ず
お
か
)
の
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
・
社
会
課

題
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
創
部
。 

二
〇
一
八
年
四
月
、
体
験
入
部
の
初
日
、
サ
ポ
ổ
ト

協
力
で
参
加
の
高
校
生
二

名
と
一
緒
に
、
中
学
一
年
・

十
八
名
を

迎
え
て
、

部
活
の
オ

リ
エ
ン
テ

ổ
シ
ἂ
ン

を
行
い
ま

し
た
。 

私
が
行
ỵ
た
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、こ
の
地
域
部
活

は
掛
川
の
文
化
の
未
来
を
プ
ロ
デ
ἁ
ổ
ス
す
る
こ

と
、つ
ま
り
文
化
創
造
の
企
画
制
作
を
担
ỵ
て
い
く

こ
と
を
説
明
。地
域
文
化
を
持
続
可
能
に
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、企
画
プ
ロ
デ
ἁ
ổ
ス
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
た
た
め
で
す
。こ
の
考

え
は
、現
在
展
開
中
の
地
域
芸
術
祭
の
企
画
制
作
活

動
「
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
」
に
そ
の
ま
ま
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。創
部
当
初
の
パ
レ
ỿ
ト
は
、音
楽
・

演
劇
・
ダ
ン
ス
・
放
送
を
中
心
に
平
日
２
回
の
表
現

練
習
や
鑑
賞
の
活
動
、週
末
は
月
二
回
程
度
行
う
移

動
教
室
、
合
わ
せ
て
年
間
百
回
活
動
し
ま
し
た
。 

部
活
動
改
革
と
心
田
開
発 

第
十
三
回 

Ộ 
あ
り
が
と
う
！ 

パ
レ
ỿ
ト
(
前
編 2018-2019

)
Ộ  

齊
藤 

勇 

表現の練習と発表活動だけでなく 
優れたアーティストによる表現の鑑賞プログラムを実施 

2018 年 11 月 25 日、掛川市美感ホールにて 
特別講師（エレクトーン）の演奏とトークを鑑賞 

2018 年 4 月 14 日 オリエンテーション 
説明スライド画面の一部と会場の様子 



初
日
か
ら
一
貫
し
て
い
る
円
形
組
織
の
概
念 

四
月
の
体
験
入
部
初
日
の
最
後
、円
に
な
ỵ
て
座

る
一
年
生
た
ち
を
前
に
語
り
か
け
ま
し
た
。 

『
周
り
を
見
渡
し
て
み
て
ほ
し
い
。部
活
は
一
人
で

は
で
き
な
い
。今
日
こ
こ
に
集
ま
ỵ
て
く
れ
た
仲
間

た
ち
が
い
る
。自
己
紹
介
を
聞
い
て
わ
か
ỵ
た
と
思

う
け
ど
、
得
意
な
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ
と
、
み
ん

な
違
う
。
ど
れ
か
に
優
れ
て
い
て
も
、
自
分
が
上
で

誰
か
が
下
と
い
う
こ
と
は
な
い
。一
人
一
人
に
価
値

が
あ
る
。一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
て「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
ず
ỵ
と
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。』 

一
円
融
合
や
万
象

具
徳
と
い
ỵ
た
報
徳

思
想
を
知
ỵ
た
の

は
、
二
月
号
表
紙
の

移
動
教
室
第
一
回
で

大
日
本
報
徳
社
を
訪

ね
た
五
月
の
こ
と
。

今
思
え
ば
、
パ
レ
ỿ

ト
は
見
え
な
い
糸
で

報
徳
と
つ
な
が
ỵ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
翌
年
の
二
月
、県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ổ
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
創
作
劇
「
遠
州
報
徳
と
我
が
故
郷
」

Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ổ
ジ
ἂ
ン
の
上
演
に
つ
な
が
ỵ
て
い
き

ま
す
。
同
公
演
で
掛
川
倉
真
温
泉
・
真
砂
館
の
染
葉

さ
ん
作
詞
、
岡
田
良
一
郎
を
称
え
る
歌
「
あ
ゝ
淡
山

翁
」を
披
露
す
る
ス
テ
ổ
ジ
で
声
楽
家
の
先
生
と
パ

レ
ỿ
ト
一
期
生
の
共
演
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
九
年 

創
部
二
年
目
の
飛
躍 

初
年
度
、一
年
生
だ
け
で
部
活
を
行
ỵ
た
一
期
生
。

部
員
募
集
の
チ
ラ
シ
も
自
分
た
ち
で
構
想
し
デ
ザ

イ
ン
案
も
考
案
。
結
果

と
し
て
入
部
は
四
名
と

少
な
い
状
況
で
し
た

が
、
体
験
入
部
も
自
分

た
ち
で
企
画
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
歓
迎
。
初
年

度
に
年
間
六
〇
回
に
お
よ
ぶ
外
部
講
師
の
招
聘
回

数
を
、
こ
の
頃
か
ら
大
幅
に
縮
減
し
て
い
き
ま
す
。

習
い
事
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
体
か
ら
、
よ
り
自
主

的
・
主
体
的
に
活
動
を
企
画
・
制
作
・
運
営
す
る
形

に
転
換
。
自
分
た
ち
で
動
か
し
て
い
く
「
自
治
的
な

部
活
動
」
へ
の
本
格
的
な
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

実
り
の
秋
劣
大
舞
台
へ
の
挑
戦 

同
年
九
月
、ラ
グ
ビ
ổ
Ｗ
杯
で
日
本
中
が
熱
狂
し

た
「
静
岡
の
歓
喜
」
の
当
日
、
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム

近
く
の
特
設
会
場
に

て
、
Ｍ
Ｃ
・
ダ
ン
ス
・

演
劇
・
歌
の
コ
ラ
ボ

ス
テ
ổ
ジ
に
出
演
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日

本
の
両
国
サ
ポ
ổ
タ

ổ
か
ら
も
拍
手
喝
采

を
受
け
ま
し
た
！ 

 

翌
月
、
パ
レ
ỿ
ト
一
期
生
二
名
(
当
時
・
中
二
)

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
台
本
と
演
出
、部
員
た
ち
が
表
も
裏

も
自
分
た
ち
で
担
う
、
演
劇
・
音
楽
・
ダ
ン
ス
の
融

合
に
よ
る
創
作
劇
「
遠
州
報
徳
と
我
が
故
郷
」
エ
ピ

ソ
ổ
ド
Ⅱ「
私
た
ち

の
未
来
」を
大
日
本

報
徳
社
大
講
堂
前

に
て
上
演
。来
場
の

皆
様
か
ら
好
評
を

博
し
、名
実
共
に
大

き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
ま
す
。 

2018 年 4 月 14 日 体験入部初日の最後 
中学１年生たちに声をかけるパレット顧問（筆者） 

ラグビーW 杯 特設ステージにて 
2019 年 9 月 28 日 エコパ周辺エリア 

パレット部員による創作劇の野外公演 
2019 年 10 月 27 日 大日本報徳社にて 

歓迎を受けるパレット 2 期生 
2019 年 5 月 14 日 美感ホール 


